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 TREATMENT OF URINARY TRACT INFECTION 
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Kiyoharu OKAMURA, Masanobu MIYATA, Hiroshi HASHIMOTO 
                  and Sunao YACHIKU 
      From the Department of Urology, Asahikawa Medical College 
                    Kaoru YAMAUCHI 
       From the Department of Urology, Ashibetsu City Hospital 
          Satoshi YAMAGUCHI and Naoto INAGAKI
       From the Department of Urology, Furano Kyokai Hospital 
Masayuki NISHIHARA and Hiroaki OSANAI 
      From the Department of Urology, Fukagawa City Hospital
   Cefixime (CFIX) was administered orally in the treatment of 59 cases of urinary tract infec-
tion (UTI). According to the response criteria defined by the Japanese UTI committee, the rate 
of clinical efficacy for 26 cases of uncomplicated cystitis was 96.2%. The rate of clinical effec-
tiveness of five patients with complicated UTI and five with uncomplicated pyelonephritis was 80.0 
%. In the other 23 cases which did not meet the response criteria, the efficacy rate was also 
high. The results indicated that CFIX was an effective drug for the treatment of UTI. 
                                              (Acta Urol. Jpn. 35: 1989-1992,1989)

































計 28株 24株 4株
Table2.急性単純性膀胱炎(UTI基 準群)に おける総合臨床効果
排尿痛 消 失 軽 快 不 変







不 変 1例 1例
著効17例 有効8例 無効1例
例も10例あった。
効果判定はUTI薬 効評価基準第3版Dに 準 じてお




1.急 性 単純 性膀 胱 炎
44症例 中,UTI薬 効 評 緬 基 準 を 満 た す 症例 は26例
で あ った.自 覚 症 状 で は,UTI基 準 に あ る よ うに 全
例 が排 尿 痛 を 有 して いた.排 尿 痛 は 投 与 後21例 に 消
失,3例 に 改善 を み た が,2例 は 不 変 で あ った.膿 尿
は 消失24例,改 善1例,不 変1例 で あ った.細 菌 学 的
に は,分 離 株28株中24株(85.7%)で消 失 した.存 続
株 はE.coli2株,E.cloacae1株,C,freundii
1株 の 計4株(14.3%)で あ った(Table1).総合 臨
床 効果 で は著 効17例(65.4%),有効8例(30.8%),
無 効1例(3.8%)で 有 効 率 は96.2%で あ った(Ta・
b!e2).
UTI薬 効 評 価 基 準 を 満た さ ない 残 り18例につ い て
Table3.複雑性尿路感染症(UTI基準群)におけ
る細菌学的効果


































発 熱 平 熱 化 軽 快 不 変
膿 尿 正常化 改善 不変 正常化 改善 不変 正常化 改着 不変

















Cefixime(CFIX)を従 来 の経 ロセ フ ェム剤 と比 較
す る と,各 種 の β一lactamaseに対 し安 定 であ り抗 菌
スペ ク トラ ム も広 く,特 に 尿 路 感 染症 の主 な起 因 菌 で
あ るE.coli,Proteus,Klebsie!1a,N.gonorrhoeae
な どに 強 い 抗 菌 力 を 発 揮 し,Serratia,Citrobacter,
Enterobacterにも有 効 で あ る2).一方,体 内動 態 の
面 で は 血 中,尿 中 と も他 の 経 ロセ フ ェ ム剤 に比 して劣
る と も言 わ れ るが,岸 ら3》の検 討 で は1日200mgの


















































1)UTI研 究 会:UTI薬 効 評 価 基 準(第3版).
Chemotherapy,34:408--430,1986
2)第31回日本 化 学 療 法 学 会 東 日本 支 部 総 会 新 薬 シ ン
ポ ジ ウ ムFKO27,ig84(横浜)
3)岸 洋一,北 原 研,富 永 登志,新 島 端 夫,西 村
洋 司,斎 藤 功,石 井 泰 憲,河 村 毅:尿 路 感 染
症 に 対 す るCe丘xame(CFIX)の 基 礎 的 な らび
に 臨 床的 研 究.Chemotherapy33:S-6,541--
558,1985
(1989年6月28日迅 速 掲載 受 付)
